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私の考えは/チョン・ホニョン釜山大学校工科大学長 

「韓日トンネル、韓国も基礎調査が必要だ」 
 

 

人物探訪/ゴン・テシン 国家競争力強化委員会副委員長 

「韓日トンネルは韓国をアジアの中心国家に 

浮上させる機会」 

 
 

 

 

カバーストーリー 

海底トンネル時代の幕開け、何が課題か  

９ 
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大陸と大陸を結ぶ陸上交通時代を海底トン

ネルの建設が世界のあちこちで活発に進め

れている。表紙の写真は海底トンネルの主な

先行事例として名高い青函トンネルと当時

の掘削に使用された装備。 
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カバーストーリ 海底トンネル時代の開幕、何が課題か 

０５ 海底トンネルでグローバルな陸上交通ネットワーク

を完成させること / ﾁｪ･ｿﾝﾎ 

０９ 高水圧・大深度対応の技術開発が必須課題/ ｷﾑ･ｻﾝﾌｧﾝ 

１４ 建設費用を減らし、経済効果の極大化する方法を講究

すべきだ / ﾏ･ｶﾞﾝﾚ 

１８ 英仏トンネル、２００年挑戦の偉大な産物 / ﾎ･ｼﾞｪﾜﾝ 

２４ 韓日両国の排他性に阻まれて韓日トンネル建設の 

時機を失えば双方とも損害 / 藤橋健次 

２８ 韓日・ベーリング海峡トンネルは韓半島・世界平和の

近道 / ｲ･ﾖﾝﾌﾑ 

 

３２ 私の考えは / 韓日トンネル、韓国も基礎調査が必要 

/ ﾁｮﾝ･ﾎﾆｮﾝ 

３４ 特別寄稿 / 自然の宝庫シベリア活用の通路になるも

の/ ｲｽﾗﾝﾍﾞｸ ｱｽﾗﾊﾉﾌ 

３８ 人物探訪 ゴン・テシン 国家競争力強化委員会 

副委員長 「韓日トンネルは韓国をアジアの中心国家

に浮上させる機会」 

４４ 海外消息 / 今、アメリカでは 

   アメリカ・中国、ロシア、ベーリングプロジェクトに

積極的に参加するとき/ ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾏﾙ 

４８ NEWS＆ISSUE 韓日トンネル釜山市民が立ち上がった 

５０ 発行人の手紙 今がその時だ / ｲ･ﾖﾝﾌﾑ 

 


